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Subclinical Mastitis乳の理化学的性状について

有馬俊六郎

(北海道大学農学部市産学科)

Physiol-Chemical Studies on Subclinical Mastitis Milk 

By 

Shunrokuro ARIMA 

(Department of Dairy and Animal Science， Faculty of 
Agriculture， Hokkaido University) 

序

わが国の酪農は戦後国家再建の政策と相まって急速に

燦興し，今や牛乳及び乳製品は国民の栄養食品として必

須のものとなり，今後益々その消費が一般に参透してゆ

くものと恩われる。従って原料乳の乳質改善運動が国家

はもとより生産者製造会社の各方面から進められ，戦前

に比べその成果が少なからず挙げられたことは，国民全

般の乳及び乳製品に関する知識の普及と共に，大いに慶

ぶべきことと云わなければならない。然しこの様な現状

において今尚種々の疑問を残している問題に異常乳があ

り，そのーっとして乳房炎乳(MastitisMilk)が存するこ

とは周知の如くであって，これが乳量減少や乳質低下を

来たし生産者は勿論製造業者にとってその損害は計り知

れないものがある。

さてこの乳房炎については外国の研究歴は古い。然し

いろいろな原因が考えられ，又その症状がまちまちであ

る為に明確な診断判定がなく，最近は起炎菌100，叩ηによ

る感染が第一義で，その他はすべて第二義と云う説が強

いが，この起炎菌が正常乳にも見出されていることより

単に本菌によってのみ起るものでなく，何らかの要因が

1J日った場合発症するように忠われる。又牛乳及び乳房中

に起炎菌が認められないにもかかわらず，乳房の組織に

病変の認められる非特異性乳房炎もあるo筆者ーのように

乳及び乳製品を専攻し乳を利用する者にとって今直ちに

重要なことは，乳房炎型の異常乳を出し，t岱在性乳房炎
乳，原因不明の乳房炎乳，慢性型乳房炎乳等とよばれて

いるいわゆる SubclinicalMastitis70，1l0，l40)乳の問題で

あり，そして現在一般に行なわれている原料乳受入検査

では乳房炎乳の区別はできず，症状の悪い乳でも一等乳

として受入られる恐があると云うことである。処でこの
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種の検査は少なく，平戸48)によれば北海道において乳房

炎乳約13.7%，乳房炎型異常乳は全乳量の約30%にも達

すると報告し，農林省報告によれば調査乳牛(昭和 30年)

の約19;70が乳房炎牛であったという報告があるにすぎ

ない。

従って筆者は後述の方法で SubclinicalMastitis乳を

採取し，この理化学的性状を可及的に広範聞に追求し，

乳房炎の基礎的研究に益せんとするだけでなしその早

期発見診断防止に資することを目的として本研究を企図

したものである。

本論文の発表に当り御指導御校閲を賜わった三田村健

太郎博士，中村幸彦博士，橋本吉雄博士，前野正久博士，

長沢太郎博士，平戸勝七博士，佐々木酉二博士並びに直

接御協力を戴いた斎藤善一，手島良治，三河勝彦，中J11

雅郎の諸氏及び獣医学部細菌学教室，同生化学教室の方

々に深甚の感謝の廷を表する次第であるο

1. Subclinical Mastitis乳の

一般成分について

(1) 試料及び検査法

最近 PLASTRIDGE103)は乳房炎は起炎菌による感染が

原凶であり，病原に対する露出の程度，遺伝的抵抗性，

搾乳の方法，乳J羽，飼養管理等がその誘因になると報告

し，前野7ηはわが国においては特に飼養管理の不良が以

上の中で多いことを指摘している。現在起炎菌として認

められている菌49，同は Streptococcusが最も一般的で

それ以外に Staphylococcus，Micrococcus， Coliform， 

Corynebacterium Pyogenes， Pseudomonas aen:ginosa， 

Clostridil日nwelchii Actinomyces等が報告されてい

る。 PLASTRIDGEI03)は Streptococcus，Staphy lococcus， 

Micrococcusが一般的な起炎菌でそれ以外は急性な症状
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を呈し，全体の170にも満たないと述べ，わが国におい た。

ても大体同じ傾向のようである46，9叱筆者は倍核，ブノレ (3) 実験結果

セラ，その他の病原菌の感染による一分科として起るも A. 正|二種別相加平均

のや，血乳， )除手L等を分泌する急性，悪性の臨床的乳房 Subclinical Mastitis乳の牛種別相加平均山】の結果1'1

炎(ClinicalMastitis)を除き，前述の SubclinicalMastitis 第 1表の如くで，例数はホノレスタイン 24，ブラウンスイ

乳を研究対照とした。すなわち PLASTRIDGE103ヲの述べ ス12，ガーンジー 6，である。

る SubclinicalMastitis， Mildclinical Mastitis， Sever. 第 1表の結果を正常乳成分i8，77，92，111)とされている酸

rec!inica! Mastitisの分類を参照し，まず初乳，未期乳 度 0.18%，pH 6.6，比重1.028~ 1.034，脂肪率 3.0~4.070

を除き臨床的に外部症状が明確でなく，現在乳房炎乳の (ホノレスタイン)，乳糖 4~570 ， 塩素 130mg ~も，全燐 80

検査として重視されている細胞数検査88¥ White side mg %，可溶性燐 20~30mg70，全窒素600mg70， pH 

test82，83，102¥ B.T.B. test， pH， test，及び Strip-cuptest 4.6 沈澱カゼイン以外の窒素 80~90mg %，全石灰120

で陽性となり，然も乳房炎菌として一般的な Streptoccus mg %，可溶性石灰40mg%，電導度4.8xlOーヘ細胞数

(agalactiae， dysaga!actiae， ub巴ris等)96¥ MicrococcuS 500，000;CCに比較すると塩素， カゼイン以外の窒素，電

(約20種)， StaphylococcuS (溶血性)，について北大獣医 導度が増加，乳糖，脂肪，比重，全燐，酸度が減少し，

学部細菌学教室にて検出し陽性46)となった乳牛を対照と 中でも塩素，乳糖，カゼイン以外の窒素，~導度におい

した(血液平面l音養0.005cc中3ケ以上〕。 てその差が著しかった。しかし牛種別には明確な差は認

尚調査牛乳は札幌周辺のホルスタイン，ブラウンスイ められなかった。

ス，ガーンジーの各分房乳で，乳房炎検出の場合は Fore B. 乳糖及び細胞数と乳成分の相関係数

milk88)を用い，乳成分の理化学的検査には搾り切ったも 乳糖は古くからその合量の消長が疾病との関係に利

のを混合し可及的無関的に採取した。 用36)されていることと，細胞数検査が乳房炎乳検査によ

(2) 一般成分検査法 く用いられていることから，乳糖及び細胞数と各成分の

各試料は採取後 2~3 時間以内に試験?と供した。酸度 相関係数2)を求めた。乳糖又は細胞数を X，他成分をY

は乳酸酸度滴定法，脂肪率はパブコック法，全窒素はケー としたもので，牛穂別に係数を求め，それを平均したの

Jレダーノレ法，乳糖は LANE-EYNON法8へ坂素は DAVIES が第2表である。

法253，石灰は硫酸セリウム法7ベ燐は URBACH法問¥ 乳糖，塩素，電導度，カゼイン以外の窒素等は高い係

可溶性石灰及び燐は chamberlandL3の溶液74)で測定， 数値を示し，検査として重要なことを意味している。尚

pH4.6カゼイン以外の窒素け、酷酸 pI-I4.6ホエーを用い 燐が石灰より高い信頼度を示したが，牛体の生理栄養の

電気伝導度はホイートストーン橋を用い 15
0

Cで測定し 点から興味あることと思われ，今後の研究に期待したい。

第 1表牛種別相加平均

相加A.N. 可溶性
金石灰|Z溶農 病!ポ

細胞数
牛種

全窒素全燐 燐 電導度続十L糖 比重 脂肪B.T.B. 駿皮 菌数
平均 mg % 

1000; 1000; 
mg ~ら m耳?ら mg ~も mg ~も mg ~も xlO-3 mg ~も?も 150C ?も t巴st ?も cc cc 

オ、 Max. 231.8 696.5 117.7 50.2 217.5 90.0 6.9 286.6 4.3 1.034 4.0 7.2 0.189 十∞ 25，800 
Jレ
コミ Min. 79.0 310.0 35.6 14.2 80.5 16.4 4.2 128.8 2.8 1.024 1.3 6.4 0.058 160 68 
タ
イ
γ Ave. 117.5 594.9 74.5 30.4 121.4 36.2 5.2 184.31 3.7 1.027 2.9 6.7 0.123 3，110 

プ Max. 186.2 719.6 103.6 66.0 144.0 108.5 6.5 265.4 4.5 1.032 
ラ
ウ
Min. 99.7 471.1 70.1 16.3 99.6 20.0 3.3 106.8 3.1 1.029 3.1 6.4! 0.10'0 281 120 γ 

ス
イ Ave. 138.6 526.7 94.6 37.1 117.6 55.9 5.0 168.3 3.8 1.030 3.7 6.61 0.121 641 1，668 
ス

カ、
Max. 105.0 605.8 117.8 70.8 158.2 119.0 5.0 181.2 4.4 1.030 5.9 7.1 150 7，800 

ン Min. 84.3 489.5 80.7 24.5 102.4 42.2 4.0 97.7 3.7 1.026 1.5 6.6 0.068 40 180 
ジ
Ave. 96.4 553.9 94.5 39.5 132.9 81.3 4.8 122.1 4.1 1.028 3.9 6.8 0.115 981 2，135 

註 A.N.は pH4.61%澱カゼイン以外の窒素
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第 2表 乳糖および細胞数と乳成分の相関係数 e

カゼイン

~ 全窒素以外の 酸皮 B.T.B. 比重 脂肪 塩素 可溶性
全燐
可溶性
手L調書

窒素 石灰 燐

寺舎も争 4提寺会 是認さ3 会毛静 ぷ.... 保守6 ーキ 保持 金持当時

乳 糖 +0.20 0.72 十0.29 0.53 +0.54 十0.49-0.82 -0.71 0.40 十0.15十0.50十0.44
*鈴 争各 *後 株会る

調11 胞 数 -0.10 +0.66 -0.28 十0.15-0.40 -0.47 十0.60十O.総5長9 十0.21-0.18 -0.10 0.36 -0.64 

法 +: X成分の増減と平行する;場合
x成分の増減と逆行する場合

持 5;70有意水準を示す
糊・ 1~も有意水準を示す

第 3表 ホノレスタイン極における菌種別平均値

菌積
検体 全鍛ン以外全燐可溶性会石灰可溶長l l「|||平均 mg%Imのg窒素?もmg ~も mg燐?も m日%石mg ~も数

d邑ωいムB目U自v 白
Max. 679.0 231.8 89.4 43.4 217.5 

63 Min. 386.0 109.2 35.6 14.2 80.0 

Ave. 506.6 151.9 65.4 27.3 134.6 

tロn I Max. 577.5 145.3 117.6 50.2 138.9 
占に8J 
12 Min. 469.7 79.0 70.0 24.4 87.2 

2 むU
Ave. 509.7 105.1 89.8 40.4 113.8 

Max. 546目。 96.0 71.1 30.6 130.8 

10 Min. 420.0 81.0 60.9 17.1 82.3 

Ave. 483.0 88.5 66.0 23.8 106.5 

」4に国4 コ) 
Max. 696.5 119.6 107.9 46.7 138.3 

91 Min. 310.0 82.0 66.4 20.5 89.0 
Z D Ave. 530.7 93.8 88.5 28.6 118.0 

C. 蘭種別の平均値

ホノレスタイン種の場合について病原菌種別，すなわち

Streptococcus属， Micrococcus属， Staphylococcus属

の闘が検出された場合を区別し，又調査I時に病原菌の認

められなかった SubclinicalMastitis乳をも併せ見た結

果が第3表である。

第 1表と同様に正常値と比べた時，へだたりが多いの

Strept. 

Micro. 

Staphylo. 

no bact. 

第4表菌種別陽性件数比

27.3 

43.3 

16.4 

26.9 

39.5 

20.4 

28.6 

49.9 

39.8 

44.6 

90.0 

34.0 

51.9 

細胞数吋… 酸皮 B.T.B. 
1000; 

x 1O-31m只 %Img ~も % I 15
0

C ?ら cc test 

6.9 286.6 3.8 3.4 1.034 0.120 25，800 7.1 

4.2 155.0 2.8 1.3 1.024 0.070 139 6.4 

5.6 202.7 3.3 2.2 1.028 0.085 906 6.7 

6.5 243.1 4.0 3.9 1.032 0.181 1，632 6.9 

4.6 128.8 3.1 2目5 1.027 0.080 45 6.4 

5.3 166.3 1.028 0.145 1，035 6.6 

5.9 243.1 1.031 0.163 990 6.8 

5.5 131.0 3.4 3.1 1.028 0.162 410 6.4 

5.7 170.5 3.7 3.5 1.029 0.162 700 6.6 

5.9 191.5 4.3 3.6 1.030 0.135 1，280 6.8 

4.5 134.8 3.4 2.7 1.027 0.102 69 6.2 

5.3 164.1 3.8 3.1 1.029 0.125 290 6.5 

は Streptococcusの場合であった。本実験の場合，検査

で一つでも陽性になったものはすべて実験の対照とされ

たが，今乳房炎検査で重要な塩素， B.T.B. t白 t"細胞数

及び細菌検査の 4検査で陽性になった件数を，菌種別の

実験例数の百分率で示すと第4表の如くである。尚 S.

は4検査すべてに陽性の場合，らは4検査の仁1:13検査

に陽性の場合.，

以下 S2，S"おも同様に意味する O

第4表の結果では nobact.以外は特に差は認められ

/ょ治ミつ fこ。

D. 年間細胞数試験結果

一般に牛乳中の細胞数は変動が激しいと云われている

が，筆者は SubclinicalMastitis手しを分泌すると|二を選出

し，毎月 2-3回，年聞を通じて細胞数の消長を調べた。

結果は第5表の如くで，それを図示したのが第 1図であ
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るo 尚図中(十)及び(-)は起炎菌検出の有無を示し，

(*)はペニシリン 100，000~200，000 単位を 2~3 日連続

注入した時を表わしている。

以上の結果によればStreptococcusが検出されると細

胞数の変動が激しくなり，叉 Staphylococcusが検出さ

れていても， Streptococcusが現われると急激に細胞数

第 5表年間細胞数

月 病原菌種 月 病原菌種
(1000) (1000) 

12. 5 400 St. agalactia巴 7. 5 300 St.PaIgly alactiae 
20 550 11 20 400 Staphylo. 

1. 5 500 11 8. 5 280 11 

20 300 11 20 250 11 

2. 5 250 11 9. 5 1，500 St. agalactiae 
20 980 20 1，800 11 

3. 5 550 10. 5 3，000 11 

20 2，000 11 20 1，350 (:1:)岱

4. 5 620 11 11. 1 800 (-1 

20 1，050 11 5 250 
20 100 11 

5. 5 1，260 11 

20 250 J2. 1 700 St. agalactiae 
J5 1，650 11 

G. 5 280 11 

20 250 Staphylo. 

細
胞
故
郷

a‘ 
(+) 

呂田

~~1 '--

泌10 12 

第 1図年間細胞数

第 6表各分房別乳成分

分房 菌種

持左前後分房の平均
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が増加している。ペニシリン処置によってStreptococcus

agalactiaeは1週間後に検出されなくなり，調11胞数も激

減したがその後再び検出され免疫性のないことを示し

た。

E. 各分房別の乳成分

各分房間に関連性があるか否かについて Subclinical

Mastitis牛の各分房乳の成分を調べたがその結果は第G

表の如くである。

同一乳房であってもその位置を異にする各分房よりの

分i必乳は，各々悶種を異にし，叉成分!の異常も区々で

あっTこ。

(4) 要約

1. Subclinical Mastitis乳の乳成分は正常値に比し，

塩素，カゼイン以外の窒素，電気伝導度が増加し乳糖，

脂肪，比重，全;燐，酸度等が減少し，その中塩素，乳糖，

カゼイン以外の窒素，電気伝導度において Subclinical

Mastitisと相関が強かった。

2. 一般に Streptococcusの分離された乳汁の成分特

に細胞数の変動が激しかった。

3. ペニシリン注入により Streptococcusagalactiae 

は1週間で陰性となり，細胞数も激減するが後再び現わ

れて免疫性はなかった。

1I. 治療(ペ=シリン投薬)による

乳成分の変化について

乳房炎菌の抗生物質による治療の報告は多いが15.29，49，

101，102，12713り乳成分を詳細に検討した例9りは数少ない。

筆者は治療により急激に変化する成分を調べ，その成分

こそ診断その他の研究の対照にすべきものと期待して本

実験を行なった。fr'u比較のため SubclinicalMastitis乳

を分泌する牛の無治療のまま約3カ月放同『したものを併

せて分析した。

(1) 実験方法

試料採取方法及び成分分析方法は第 1~:と同じであ

る。治療はペニシリン 200，000単位を 50cc生理食塩水

にとかし， 2-3日連続乳頭孔より注入した。結果は第7，

第7表治療前後分房の乳成分

牛者号 No. 6， 1 No. 6， 2 

日吉「 JW 発病時!治療後 発病時l治療後
搾 手L 月 日 7. 1 7.30 7. 1 7.30 

全 窒 素mg70 482.3 69fi.5 514.8 fi09.0 
カゼイン以外窒素 124.6 82.0 115.9 93.0 

mg% 
全 燐 mg~も 76.2 107.9 87.4 100.0 

可溶性燐mg70 38.1 20.fi 17.7 35.0 

全 石 灰 mg~も 111.0 138.3 92.5 138.2 

可溶性石灰 mg~も 41.4 45.0 16.4 39.0 

電 導 度X10-3 5.4 5.6 5.2 5.3 

t鉱 素 mg~も 166.1 168.5 166.2 152.0 

手L 糖?も 2.9 3.6 3.8 3.6 

比 宝 150C 1.031 1，029 1.031 1.029 

B.T.B. test 6.7 6.6 6.8 6.8 

脂 肪 率?も 2.5 3.2 2.6 3.3 

和l 菌 数 1000 100 0.5 50 。
註細菌種は Streptococcus

第 8表無治療の成分変化

1 lカゼイン 全燐 全石灰 謡導J3t搾手L月日 全窒素 以外窒素

mg 9も mg ~も mg ~も mg % X 10-3 

6.20 522.0 94.4 80.7 132.0 5.4 

8.10 594.3 102.5 93.5 125.4 6.4 

註菌種は Streptococcus

8表に示す通りである。碕種は Streptococcus属のもの

をえらんだ。

(2) 実験結果

治療後はその乳中の全窒素，全燐，全石灰脂肪等が地

加して正常値にiiJ:づき，カゼイン以外の窒素も減少して

いるが，乳糖，塩素，電導度において正常値とはいえな

い。従ってペニシリンにより短時日で外症的に治療した

となすいわゆる Barntestだけでは不充分である。この

塩素 乳糖脂肪 比重 pH 細胞数

mg 70 ?も?も 100C t巴stI % 1000 

127.2 3.8 3.3 1.027 6.6 6.6 0.108 180 

181.2 3.6 3.0 1.021 6.8 7.0 0.068 2，180 

ことはペニシリンの手L1i移行14，103)の問題と共に注意す

べきことと思考する。

(3)要約

Subclinical Mastitis乳を分泌する乳牛の乳頭にペニシ

リンを注入することにより，細菌的に叉外部症状的に短

期日で経過が良好であっても乳成分の正常化は綬慢であ

った。
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llI. Suhclinical Mastitis乳の
乳蛋自の性状について

般に乳房炎牛の乳、汁では可溶性蛋白畳が増加すると

いわれ11，36，48，問， Casein NUMBERでその関係を述べた

報告や10へ酸沈澱以外の蛋白をすべてアノレプミン，グロ

プリンとすることの危険を報ずる前里子7ηの例があるが，

乳蛋白の詳細な研究は最近迄紙めて少ない。筆者は乳蛋

白の性状を更に詳しく知らんがため，次のような各実験

を試みた。

(1) 実験の部

A. PASTEUR chamberbnclホエーの塩素材i合量

一般に血清蛋白はイオンの結合量が多いといわれる 61，

川ので，血清蛋白の多いと思われる Subclinical Mastitis 

乳のホエーのイオン結合最を正常乳と比較した。

イ.実験方法

Chamberlandホエーは供試乳を PASTEURchamberl. 

and L374)を通過させた液である。 イオン結合は蛋白と

塩素の結合畳を求め，その方法は上記の液をセロファン

紙H莫で6時間流水で，後 12時間蒸溜水で， 211寺間毎に蒸

1雨水を取り換えながら透析した。次にこの透析液を一定

量にしぞの 2.5ccを 1/10N NaCI5 ccと共にセロファン

に入れ， 40cc の1.~7Wl水で撹?干しながら 50C で 12 時間透

析した。この方法の略図は第2図の通りである。塩素結

合力は透桁外液の塩素を滴定した 1/10N AgN03 cc数

で表わした。

すなわち，試料を入れず1/10N NaClだけで透析し

た場合の cc数 Y，供試液を入れた場合を X とすれば

結合された塩素の比較値は (Y-X)で表わされる。尚あ

らかじめ 10時間以内に透析される塩素量が一定なるこ

とを認めた。又比較するため次の各蛋白液を作製して実

験に供した。

酸カゼイン液 HAMMERSTEN法59，l'H)で採ったカゼ

インを 7.6の燐酸緩衝液にとかし透析後供試した。

遠心分離カゼイン液5):S!'!ARPLES超遠心機で， 40000

r.p.m. 15分間回転してカゼインをとり上記と同じく作

製した。

β ラクトグロプリン液;硫安，硫酸ソーダで塩析分

割5りしたβーラクトグロプリンを同様にして作製した。

変性カゼイン液;上記酸カゼイン液に微量のトリプシ

ンを添加し， 360C 10分作用させて後供試した。尚各液

は窒素量が150mg %になるように調整した。

ロ.実験結果

以上の結果では SubclinicalMastitisの塩素結合量は

話潤+JイoNNaCI 

業温水

第2図測定装置略図

第9表塩素結合畳

試 料 (Y-X) 

0.60 

正 '活 乳 No.2 0.55 

No.3 0.70 

subclinical No. 4 1.05 

Mastitis No. 5 0.80 

No.6 0.70 

乳酸カ ゼイ ン 0.01 

遠心分離カゼイン 0.04 

変性カゼイ ン 0.08 

。ーラクトグロプリン 1.03 

第 10表供試菌の性状46，90)

菌

Sta. 161 

Mic. 900 

Mic. 537 

Str. 149 

Nitrate 
Coagulase 

+ 

血清反応により Str.agalactia巴と認められたもの
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仰のものに比絞して析で多いが，政カゼイン液はJj{;んど

主I;冷しなかった 18，105)0 遠心分離カゼインも温めて少々

いが変性カゼインは少しJm加し，s-'7クトグ口プリンの
純子手泣け、@:も多かった。

R 滅的IJ)~ J]伝手LII'I における i~炎 f~，iの生育状態

rlJ 11190ヲは St乱phylococcusのれ;{LUJ)克設をみるために本

No. L Str二149

No.2. Mic. 900 

No.3. Sta. 161 

第 3図 起災r~i の滅菌，:J~~目的LriC1 における生育状態

i主jをlini副主丸11lこうえ，簡の0J聞が透明になるれとから本

現象を証明しているが，筆者はこの方法を利用し，二，

三の起炎闘によるカゼインの利用状況を肉n町内に観察し
た。

イ.実験方法

供iG¥起炎i却す、北;三獣医学教室にて SubclinicalMastitis 

手Lより分断46)したもので， その性状l-j;第 10表の通りで

￡ら。 1~f3ill1~(J(17\1を廷に滅的JI)~脂乳を 10;も j尽力11 してシ

ャーレ l七流しこみ，各l毛i をiT~:l'長r=l iÍlHにて移+[1'(して 3TC

で48I1与[出治安して id'iの周囲の状況を観察した。その結

果は第31習の如くである。

ロ.実験紅;泉

r!D (S) l土 i)i;~f泊脱JJ旨手Lを入れた場合， (C)収入れない場合

でdうる。滅的JJ党時手しをシャーレに流しこむと，カゼイン

粒子の光の乱反射でイ業;ヒ乳白色;亡見えるが，J;Y~ 3凶の

ように的の周l牙lが透明に伝ったことはカゼインがiおに利

用されたことを立l味する。 w与に Micl'OCOCCUS900が鮮
明であった。

C. カゼイン的液中における担炎mの生育状態
可及的にカゼイン合法の多い試*'1な作り，起炎筒のカ
ゼインに対する作mを検討した。
イ. Jf';致方法

Ï;!r!!!( JI)~m'i乳よりI-IAMMERSTEN 法叫 131) で採取したカ

ゼインを pI-I7.4焼駁絞街液;こ 2~3;もになるようにとか

し， 100
0

Cで問ヨ滅的をほどこした。この液50cc にiヱ1

::1_'li¥安した。すなわち起炎闘を pI-I7.0の肉汁;こiTI'(え，

3TC 241昨日前日をして細雨浮遊液を作成し，之を 1αl{lc午

稀釈して後， その 1ccを前記カゼイン放に加え 370C

で的手をして 41時liJj，811寺間後の生菌数を平而活安法ーによ

って見た。稀釈は泌n羽生理的食塩水を用いた。
ロ.実験結果

結巣l士第 11表の如くでいずれもよくカゼインを利用

しており， 仁11でも Micrococcus900が著しかった。な

おカゼイン放の腐敗xも凝固も見られなかった。
D. 起炎的治安カゼイン液中のゴIc蛋白性物質生成

第n表 カゼイン液中の生育状態

"1". llii 寂
肉 邸|一一一一一丁 一一一一

1 0 tEfl豆町刈 1L1地養時I，"(J 8情義時間

Str・ 149 500 1 1，500 100，000 

St乱. 161 3.200 16，000 550，000 

Mic. 537 800 2，α)0 150，000 

Mic. 900 3.600 79，000 1，030，000 

対 llTc! 。 。 。
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実験B.C.より起炎菌がカゼインをよく利用すること

が判明したので除蛋白液中における非蛋白性物質の生成

状況を観察した。

イ.実験方法

蛋白消化測定は実験Cの培養カゼイン液でCCl3COOH

を用うる FOLIN比色法40)を採用したη 比色は目立製分

光光度計を使用した。

ロ.実験結果

実験結果は第 12表及び第4図の如くである。尚非蛋

白物質は吸光度で表わした。いずれも多少吸光度が増加

しているが，勿論カゼイン分解以外に細菌自体の分泌物，

崩壊物もふくまれる。

第 12表 非蛋白物の生成(吸光皮を示す)

培 養 時 閥
菌

O 4 7 

Str. 149 0.075 0.01)1 0.120 

Sta. 161 0.065 0.087 0.125 

Mic. 900 0.065 0.087 0.120 

0.¥ 

吸
光
度

ー-Str. 1.¥9 
_.-Std. 161 

門iC.900

。
時一+

第4図非蛋白物質成曲線

E. 起炎菌培養カゼイン液中の酸可溶性窒素生成

第 1章においてカゼイン以外の窒素の増加がSubclin-

ical Mastitis乳で認められるとのべ，その原因が血液蛋

白の移行ばかりでないと考察したがこれを詳細に調べる

ため，培養カゼイン液の pH4.6沈澱カゼイン量の変化

を検討した。

イ.実験方法

一定量の菌培養カゼイン液を稀酷酸で pH4.6にし，

生じた沈澱を漉別して一定量に稀釈してこの液より一定

量をとり，この窒素畳を全窒素から差引いてカゼイン量

を測定した。

ロ.実験結果

結果は第13表の如くで，培養時間の増加と共にカゼ

第 13表酸可溶性窒素の生成

培養時間 o時 6時

窒 素 体

供 誌 菌 カゼイン 酸可溶 カゼイン 酸可溶
窒 素室素 窒 素窒素

mg ~も mg  ~ら mg ~も mg ~ら

Str. 149 264.1 10.6 255.3 19.4 

Sta. 161 260.7 10.3 253.3 17.7 

Mic. 900 276.2 8.6 267.4 16.8 

インは減少し，酸可溶性窒素が増加して，カゼインの変

性を推察し得た。

F. カゼイン液の保護膝質作用

カゼインの多様性については古くは LINDERSTROM-

LAND66)の研冗があり，最近は酵素やレンネットに対す

る α，s， r，孟等の各カゼインの役割について興味ある研

究45，1町 2りがなされている。筆者はこの種の研究に対す

る一つの試みとして次の如き実験を企図した。すなわち

α，s等のカゼイン聞に相互作用叫があるならば先述の如

き 部カゼインの変性の見られる Subclinical Mastitis 

乳のカゼインと正常乳カゼインとでは保護惨質作用に差

47 

ヲ0

1， 

7 
% 

0一一0 対

ルー×常

m
問
岡
山
乳

120 

企・・._.'"Sub.恥1as.手L
第 5図 カゼインの保護穆質作用
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奥があろうと考え，本実験を行なったのであるo

イ.実験方法

保護惨賢作用107，10的を見るため銀腰、質液10的を作成し

RACKWITZ 法106)によった。すなわちこの液に下記の虫IJ

き供試液を加え，塩析に硫酸ソーダを加えてプノレフリヒ

比濁計で時間的な潤濁度の変化を調べた。供試被は健康

牛乳及びSubclinicalMastitis乳を 2000-3000r.p.m.で

脱脂乳を作り， SHARPLES超遠心機で20000r.p.m. 10 

分回転して，生じたカゼインを直ちに蒸溜水で3%の濃

度に稀釈した。なお銀穆質液とi曽感現象を起さぬよう，

叉稀釈変性を起きぬようコ考慮して，毛細管で0.01ccを

用いた。

ロ.実験結果

結果は第5図の虫nくであり，対照は銀惨質液に硫酸ソ

ーダのみを加えた場合を示す。対照の場合は切らかに短

時間で潤濁度が減じ塩析に抵抗力がないこと，すなわち

保護穆質作用がないことを示した。然し Subclinical

Mastitis乳と常乳のカゼインの問には差が認められなか

った。これは供試カゼインの稀釈変性156)のためかもし

れない。

(2)要約

1. Subclinical Mastitis乳のホエー中の窒素は乳清

蛋白その他の窒素以外に細閣によって変性されたカゼイ

ン態窒素を含んでいた。

2. Subclinical Mastitis乳より分離した Streptococ-

cus agalactiae 149， Staphylococcus 161，孔1icrococcus

900， Micrococcus 5:17，はいずれもカゼインをよく利用

した。

IV. Subclinical Mastitis乳の

酵素活性度について

筆者は SubclinicalMastitis乳の性状を知る一環とし

て又その診断予防と利用而に於ける一層の注意を目的と

して本乳の酵素活性度を比較的牛乳の研究分野に重要な

酵素について追求した。

(1) 実験の部

A. Catalase activity 

Cata1aseは広く動物体に存在し，白血球に起因するこ

とが多く 111)古くから乳房炎乳の判別に適用されてい

る22，111，1叫叫。筆者は第 1章の乳成分分析と平行して，

Subclinical Mastitis乳の Catalaseactivityを検討したの

イ.実験方法

供試乳は第3章の SubclinicalMastitis乳で搾乳後2

時間以内に実験を行なった。なお搾乳後 15
0

C2，4時間，

保存中の Catalaseactivityに有窓の差がなかった。測

定方法は LOBECKCatalase testtubeに15ccの試料を入

れ， 5 ccの 170過酸化水素を加え，よく混合後， 25
0

Cで

2時間放置する。後取出して発生したガス置を testtube

の目盛で読みとるのである。

ロ.実験結果

第 14表 Scbclinical Mastitis乳の Catalase-activity 

酸皮 比重
catalase 

牛番号 B.T.B. 伝導度 細胞数 細菌種類 acttvJty 

?も 150C ?も?も xlO→ (1000) cc 

1 0.135 6.6 1.028 3.7 4.0 4.90 780 Micro. 3.3 

2 0.162 6.6 1.030 4.1 4.2 4.75 125 Micro. 1.5 

3 0.135 6.7 1.030 3.2 3.6 5.66 250 Strept. 7.2 

4 0.130 6.8 1.029 3.3 3.6 5.30 50 後一一 0.5 

5 0.163 6.6 1.027 2.7 3.1 6.50 168 Micro 7.0 

6 0.163 6.6 1.028 :u 3.4 5.92 99 Staphylo. 3.5 

7 0.135 6.6 1.029 2.6 3.8 5.91 23 *- 1.5 

8 0.162 6'4 1.031 4.6 4.0 5.50 41 Staphylo. :3.0 

9 0.090 7.0 1.026 2.4 1.9 7.70 2，100 Staept. 9.2 

10 0.072 7.0 1.027 1.9 1.9 7.90 2，200 Strept. 10.0 

11 0.0i7 7.0 1.024 1.8 1.7 8.30 2，600・ Str.+Mic. 9.2 

12 0.095 6.8 1.025 2.2 1.7 7.30 1，900 Str.+Mic. 8.0 

註 Catalase activityは LOBECKtest tubeの目盛数

オ※ペニシリンを注入して経過良好のもの(注射後6日経過)

向健康牛乳はすべて 2.5cc以下であったト)は起炎菌が検出されなかったことを示す
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結果は第 14表の如くである。 SubclinicalMastitis乳 い75)と云われている o 従って pHが上昇し，血清成分

の Catalaseacti vityはその病状とよく一致して増減し， の移行が考えられる SubclinicalMastitis乳が本作用に

特に細胞数と相関が強かった。 おいて常乳と異ることが想像され得る。この作用を病乳

B. Rennet clotting test の検査に利用した報告23)は少ない。筆者は Subclinical

乳汁はnili乳動物の胃に分泌せられる Renninによって Mastitis乳と常乳の比較を試みた。

凝固するものでさるが，その凝固機構は今なお詳でない。 イ.実験方法

此の凝固作用の最適 pHは5.3573)であり又動物血清が 供試乳は待乳後1-2時間の牛乳を用いた。尚150Cで

凝固抑制として幼さ75，126)，之が血清中の蛋白と関係が深 2，4時間保存後の本作用に有志:の差は認められなかっ

第15表 Rennetclotting誌験結果 第 16表 Rennetclotting試験結果

I White 
種 IpH I side 

test 

牛
凝固1L要 羽Thite

分房した時間 side 

No. (秒) (1000) test 

I 50 190 Mic. 6.8 

l E 49 190 
{ー} 7.0 

m 45 130 6.9 
lV 64 1，850 Mic. 6.9 十

I 47 200 

2 E 68 260 
E 74 3，070 Staphylo. I 6.9 十
1V 98 1，330 Str. I 6.8 十

I 2，800 720 Str. 7.0 十

3 E 78 310 
'‘ー‘， 6.8 土

]1[ 50 40 (ー} 6.8 
1V 50 40 トー} 6.7 

I 66 31 {ー} 6.8 

4 JI 69 116 Mic. 6.7 
][[ 30 70 (ー} 6.6 
1V 26 20 (ー》 6.6 

M
M
 

A
リ
ハ
リ

ハV
ワ
ω

c
u
o
o
 
ワ
μ

川
w-

t
i
A
U
 

今

δ

I
E
 

FD I ~計:
I 45 940 Staphylo. 6.8 

6 旺 32 1，130 Mic. 6.8 十
Jl[ 33 1，150 Str.+Mic. 6.8 十
1V 19 1，020 乱1ic. 6.8 十

I 23 60 (ー} 6.7 

7 JI 20 370 Mic. 6.6 
JIl 20 310 Mic. 6.6 
1V 18 40 Mic. 6.6 

I 25 620 (-) 6.8 + 

8 II 24 580 Str. 6.8 + 
m 28 350 (ー} 6.7 士
lV 55 6，240 Str. 7.0 十

I 69 870 Str. 7.0 + 

9 E 70 210 
(ー} 6.8 ム

1[[ 33 50 (ー} 6.6 
lV 36 40 {ー} 6.6 

I 66 540 Str 6.8 + 

10 立 38 140 (ー} 6.6 ←L 

lU 61 470 (-) 6.8 士
N 41 40 トー} 6.6 + 

7，290 Str. 7.0 十
530 Str 6.9 
2，850 Str 7.0 + 
110 6.6 

30 110 I H 6.4 

39 
32 40 I (ー} 6.4 

29 50 乱1ic. 6.6 

I 46 330 Mic. 6.7 
15 R 32 1，030 Str.十Mic. 6.8 + 
IV 42 1，298 Str. 6.8 十

I 30 10 (ー} 6.7 
16 E 38 170 (ー} 6.6 
IV 34 7け Mic. 6.6 

I 45 90 Str.+Mic. 6.4 
17 E 48 190 乱1ic. 6.6 
m 30 1，750 Str. 6.8 士

I
M
 

oo 
'Eム i :j[-ハ

リ
ハ
U

唱
E
A

司
i
a

I 45 1，200 Str. 6.9 十

19 JI 
3'J 100 (ー} 6.7 

]1[ 三6 50 (-) 6.7 
1V 28 900 Str. 6.8 十

I 24 150 Mic. 6.6 

20 E 20 30 孔1ic. 6.7 
m 2β o I Mic. 6.6 
1V 22 150 (ー} 6.6 

I 31 1，100 Str. 7.0 + 

21 E 35 20 
(-) 6.8 

I旺 33 7，500 Mic. 7.0 + 
IV 33 1，400 Mic. 7.0 + 

註 I…左前， II...右前， TI('"左後， IV'・右後，*'"凝

回せず， (-)・起炎菌が検出されなかったもの
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第6図細胞数eRennet clotting時間との関係

た。 Rennet液は POURRUIS製 Rennin錠剤を可及的

に細粒に粉砕し，試験直前に 19を50ccの蒸溜水にと

かし滞、過後直ちに供試した。供試乳 10ccに Rennet液

1 ccを加え沈澱物が生ずる迄の時聞をストップウオッチ

で測定し，検査温度は370C土1であった。

ロ.実験結果

結果は第 15表及び第 16表の如くである。本実験方法

では正常乳の平均 Rennetclottingに要する時聞は 30-

40秒であった。一般に同じ個体の分房では症状の悪い

もの程凝固迄の時間が遅延しているが，相互聞には関連

性は少ない。この事実は細胞数においても同様で之を相

互の相関図に表わすと(第6図)普遍性は少ないことにな

る。菌種別には Rennetclotting作用に著して差異は認

められなかった。

C. Protease activity 

牛乳中に非細菌性の蛋自分解酵素の存在が考えられ，

STORRS等山〉は牛乳の酵素活性度は人乳の約 1/4であ

ると述べ， WARNER等132)はこの種酵素を αーカゼイン

区分から抽出している。之等は主としてトリプシン様性

質を持っていると云われている叫が未だ明確ではない。

筆者は SubclinicalMastitis乳と正常乳とのトリプシ

ン様酵素活性度の比較を試みた。

イ.実験方法

i活性皮測定法には酵素の非蛋白性物質の生成畳を測定

する方法叫を用い， FOLIN試薬34)で発色させて目立製

光電比色計で見た。尚酵素活性皮はあらかじめ作製した

トリプシンの標準曲線と照合してトリプシン畳で表わし

た。

ロ.実験結果

トリプシン標準曲線は第7図の如くで叉搾乳後試料保

存による呈色量の変化は第8図の如くで，本実験の場合

保存の影響はなかった。結果は Phosphataseactivityの

実験 D と併せて報告する。

Fゆ

.0 

20 

10 

IT 
箔

第7図 Trypsinの標準曲線

時 l

一ー一一ーー--30
0

C 

-ーーーーー・ 17
0

C

第8図 Trypsin活性K与える読料保寄の影響

D. Phosphatase activity 

DEMUTH等26下が牛乳中に Phosphataseを検出し，

GRAHM等3η によってこれが非細菌性のものであるこ

とが発表されて以来， Phosphataseの研究は数多く 38，45，

58，63，94)なされ，中でも alkalinePhophatas巴が最も重

視35，叫されている。然し乳房炎乳について追究された報
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告67)は少ない。筆者は alkalinePhosphatase activity 

を正常乳のそれと比較検討した。

イ.実験方法

alkaline Phosphataseの常乳中における含量は測定法

により差があることが報ぜられているが39¥最近この定
量に効果が多いと云うプタノーノレ拍出法44，95，1附を用い

た。尚この測定値を 7.T.ノーノレ標準曲線的と照合して試

料中の alkalinePhosphataseの比較値とした。なお予備

実験として搾乳後 150Cで時間的な Phosphataseactivity 

第17表健康牛の酵素活性

牛
札
川

Proteas巴 activity I Phosphatase activity 
(トリプシン r/cc) 1(7エ/ーノレ r/0.05cc) 
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380 20 

を測定したが，本実験の保存範凶内では全く変化はなか

った。

ロ.実験結果

標準曲線は第9図の如くわoteaseactivity，Phosthatase 

activityの常乳乳， Subclinical Mastitisの実験結果は第

17表及び第18表の如くである。本実験に供した Sub町

第18表 Subclinical Mastitis乳の酵素活性

吋起炎菌種 P…!?iz??ause
No. (1000) I ~，，== lactlVlty 

5 280 Mic. 200 35 

2 4 300 11 200 22 

3 7 300 11 560 87 

4 9 480 480 121 

5 8 140 11 520 92 

6 8 290 11 520 84 

7 3 800 Staphy. 640 36 

8 つ】 1，290 Mic. 720 86 

9 2 630 11 480 121 

10 2 670 11 520 92 

11 8 570 480 84 

12 8 920 480 55 

13 3 2，010 Str.+Mic. 520 36 

14 3 1，700 Mic. 280 19 

15 3 1，600 Str. 220 18 

16 】つ 。。 11 640 67 

17 2 = 11 480 60 

18 2 1，380 Str十Mic圃 520 30 

1平均 iω( 63 

90 

80 

70 

'0 

iG 

70 00 70 80 90 刷川 110

第9図 フェノー Jレ標準曲線
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clinical Mastitis乳は比較的症状の顕著な牛体からのも

のであったが，いずれも正常乳との差が認められ，特に

Phosphatase activityに著しかった。然し Phosphatase

等は乳期と関係が深いのでより深い研究を期待したい。

両 activityの聞に著しい相関は認められず，又菌種別に

も明らかな特徴は本実験では認められなかった。

(2)要約

1. Catalase activityは比較的 SubclinicalMastitis 

牛の症状と平行して高くなることが認められたが，正常

乳期でこの値の高いものは本症と疑つって良いと思われ
切

Q 。
2. Rennet clotting testは SubclinicalMastitisの

中で症状の顕著なものには試験として適応し得るが，軽

症のものでは明確ではなかった。

3. 実験に供した SubclinicalMastitis牛は比較的症

状の明らかなものであったが Proteaseactivity及び

alkalin Phosphatase activity共健康牛乳より高く，後者ー

はその差が著しかった。

v. Subclinical Mastitis乳の
酒精検査について

酒精検査は古くからわが国で利用され， Ji!:i1Lとの関係

について数多くの研究がなされて居り，獣医学的な病乳

は本検査に陽性になると云われている。然し Subclinical

Mastitis乳についての研究報告は極めて少ない。現在乳

質向上が叫ばれている状況に鑑み，本実験を企図したも

のである。

(1)実験方法

供試料は第1章の第合と同じであり，成分検査法も同

様である。 i酉精検査は70%中性エチノレアノレコーJレを用

い15
0

Cで常法に従った。尚凝固の状態に応じて(ー)，

(十)， (++)， (+1十)等に区別した。

(2) 実験結果

結果は第19表に示す通りである。本実験結果によれ

ば No.9， 10， 11， 12の牛は乳房炎として重症牛である

が，検査はかかる重症牛の場合陽性となり， Subclinical 

第四表 Subclinical Mastitis乳成分と酒精検査

牛 酸皮 首|全石炭咋燐|可産}
No. ?も 15

0

C I % I 70 1m只%x lO-'lmg %Img ~も mg %Img ~も m耳?ら m耳% (1000) 検査

1 0.135 6.6 1.028 3.7 4.0 120.4 4.9 

つd 0.162 6.4 1.030 4.1 4.2 115.0 4.8 

3 0.135 6.6 1.030 3.2 3.6 168.5 5.7 

4 0.130 6.8 1.029 3.3 3.6 152.0 5.3 

5 0.163 6.4 1.027 2.7 3.1 6.5 

6 0.135 6.8 1.029 2.6 3.8 5.9 

7 0.161 6.4 1.031 4.0 4.0 5.5 

8 0.163 6.6 1.028 3.1 3.4 5.9 

9 0.090 7.0 1.026 2.4 1.9 7.7 

10 0.072 7.0 1.027 1.9 1.9 7.9 

11 0.077 6.8 1.024 1.8 1.7 8.3 

12 0.095 6.8 1.025 2.2 1.7 7.3 

Mastitis乳では殆んど陰性であった。この事実は FOE-

STER叫も述べて居り，乳質検査で酒精検査のみを重視

することの危険性を志味しているものと思われる。

(3)要約

1. 乳房炎重症牛の分泌乳では酒精検査に対して陽性

となるが SubclinicalMastitis乳では陰性を示す場合が

多いので本検査法は SubclinicalMastitis乳の検査法と

して適当ではない。

185.2 

152.5 

138.2 

138.2 

87.1 

95.2 

130.8 

82.3 

50.0 87.5 528.5 104.0 Mic. 14 

42.2 90.9 25.4 489.5 105.0 Mic. 15 

107.9 20.5 596.5 82.0 Str. 20 

39.0 100.0 35.0 609.0 33.0 Str. 

39.8 117.7 35.6 504.0 97.0 Mic.112 

24.2 66.4 23.8 490.0 88.0 Str. 

49.9 76.1 30.6 546.0 81.0 Str. 

30.2 60.9 17.1 420.0 96.0 Sta. 10 

121.0 

104.0 

108.0 

-1 118.0 

VI. Subclinical Mastitis牛の尿成分と
乳成分の関連性について

士

:l: 

+十

十十

十+

ト十

第1:章に述べた如く SubclinicalMastitis乳において

カゼイン以外の窒素，乳糖，塩類，電気伝導等水溶性の

成分変動が特に認められたが，同様の傾向が尿成分にも

認められないかどうかを必定し，もし著明な変化があれ

ば，それより乳成分変動機構を追求せんとして本実験を

企図したものである。
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第 20表尿 成 分 表

牛 石 炭 電気伝導皮 場 素 全窒素 クレアチニン 還一一物糖質) (プ7tiド 手L 糖

No. mg 5も X 10-3 mg 9も mg 9も mg ，/0 mg % 

1 11.0 25.7 902.3 270 630.5 斗+

2 24.5 20.9 903.0 375 607.4 +t 

3決 42.0 22.6 1，005.0 380 962.0 十

4恭 30.0 21.1 774.9 + 
5後 34.0 20.2 1，331.0 265 1.072.0 +十

6 14.5 216.0 1，658.5 263 840.5 -L 

7 25.1 255.0 1，365.9 221 580.5 + 
8器 60.4 503.0 233 962.5 +十

9 68.7 268.0 1，824.2 242 672.5 十

10 21.1 295.1 1，575.5 184 8;'2.4 十

11 20.5 384.6 1，464.9 190 584.0 + 
12 23.3 195.5 1，117.5 165 676.0 + 
13 13.6 710.5 1，475.6 224 630.0 + 
14 13.3 210.6 1，053.5 491.5 

15 11.6 581.1 1，352.4 184 480.0 

16x 21.2 410.0 1，492.4 266 648.0 

17X 14.8 650.6 1，710.1 304 631.8 :J: 

(1) 実験方法 2. Subclinical Mastitis牛の尿中の還元性物質量は

健康牛及び SubclinicalMastitis牛との尿を午前10時 健康牛の尿よりも幾分多かった。

にカテーテ Jレで採尿した。石灰，電気伝導度，全窒素 3. 乳糖が健康牛， Subclinical Mastitis牛を関わず

塩素の測定は第1章と同じ方法で行なった。クレアチニ すべての泌乳牛尿に認められた。

ンは飽和ピクリン酸を使用する方法11ベ還元物質量は

HAGEOORN.JENSEN i法115)を用いた。叉尿中の乳糖の定

性をクロ 7 トグラム法98，99，J21)で行なった。

(2) 実験結果

尚第20表中*印は SubclinicalMastitis牛，その他

は健康牛で， Xは泌乳していない牛である。 Subclinical

Mastitis牛はいずれも Streptococcus型の乳汁を出す牛

ですべてホルスタイン種である。 SubclinicalMastitis牛

においては，多少還元物質量が多い程度で他成分に大き

な差は認められなかった。尚乳糖の定性試験で泌乳牛の

尿にすべて乳糖が確認出来たが量的に大きな差は認めら

れなかった。けだし尿成分の分析定量には 1日の尿を集

めねばならぬこと，飼料，飲料水によって変化し易いこ

とから正確な値が期し難く，本結果から直ちに推論を下

す事は困難と思考する。

(3)要約

1. Su bclinical Mastitis乳に変動の多かった成分の

乳中と尿中の聞に明らかな関連性は認められなかった。

VIl. SubcJinical Mastitis乳より分離した

Staphylococcus aureusに対する生乳の

発育抑制作用について

北海道における 1955年の粉乳中毒事件以来乳房炎l萄

の中で，特;こ食品衛生面で重要視されてきた Staphylo-

coccus類の中川ーToxinを出すStaphyloιoccusaureus叫

についてその発育抑制作用を先ず生乳において検討し

た。この目的は本菌の特性を知るためばかりでなく，生

乳の抑制作用が，細菌に対する低杭性にも関連するので

乳房炎の治療，その他乳製品製造面への応用利用に資せ

んがためである。細菌に対する生乳の発育抑制作用は，

FOKKER33¥ JONE37)等により発表され，之を Lactenin

と名付けた。 AUCLAIR的は Lacteninが St.agalactiae， 

dysagalactiaeの乳房炎菌にも抑制作用を示すことを報

じ， EoW AR081¥ MORRIS80)等は生乳に StaphyJococcus

albus， citreus， aureusに抑制作用を示すものがありと報

告しているが BERRIDGE13)は之は Lacteninとは別なも



48 北海道大学農学部邦文紀要

のと考えている。いずれにしても牛乳中の未解決物質の

ーっとして現在でもあげられ133)更に進んだ研究が要請

されている。

(1) 実験の部

A. 牛乳の細菌発育抑制作用

イ.実験方法

供試生乳は北大附属農場の泌乳中期で抗生物質の与え

られていない健康ホルスタインを選び，搾乳後直ちに

3000 r.p.m.で脱脂乳として使用した。供試細菌は北大

獣医学部細菌学教室にて SubclinicalMastitis乳より分

離した Staphylococcusaureus (a-Toxin)'めを使用した。

培養基は pH7.0の肉汁寒天を使い細菌浮遊液として肉

汁を用いた。稀釈水は滅菌生理食塩水を用いた。細菌発

育抑制作用を調べる方法は種々 110)あるが，筆者は本菌

が黄色色素を出すことを利用して他細菌と区別した。す

なわち，供試波と滅菌脱脂乳とを混合した液(1:4)20cc

に，370Cで24時間培養した Staphylococcus aureusの

肉汁浮遊液(100倍稀釈液の 1cc)を加え，つぎに之を 37

OCで培養し，時間的に生菌数(黄色コロニー数)を平面培

養法で求め，その増加率によって発育抑制作用を見た。

ロ.実験結果

その結果は第21表で，それを生菌数の対数と増加率

曲線で示したのが第 10図、である。

対照と比較して 37"Cで4時間迄はその発育抑制作用

が強く， 7時間では弱まり， 6-7時間内外ががこの作用

の持続限界と思われる。

B. 各分房別の生乳の細菌発育抑制作用

第 21表 生乳における Staph.aureusの増加率

(時)

。
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第 10図

4 W 

生乳の Staph.aureusの発育曲線

イ.実験方法

l却

l卯

，0 

倍
率

実験 A は混合乳であったが，

様の方法で調べた。

各分房別に採取前記同

ロ.実験結果

実験結果は第22表及び第11図の如くである。同一乳

牛の各分房によって多少の差はあるがどの分房も切らか

に抑制作用をもっていることが認められた。従って以後

の実験はすべて混合新鮮乳を用いた。

C. 細菌発育抑制作用に与える加熱の影響

370Cで培養する関係上加熱温度の影響を見た。

イ.実験方法

各々 50，75， 85
0

C 15分加熱して実験Aと同じ方法で

行なった。

ロ.実験 結 果

第 22表 各分房別の細菌発育状態

分 房 i.lU 
女J 照

右 前 右 後 左 前 左 後
培養時間

(1000) (1000) (1000) (1000) (1000) 

O 5.3 1 5.0 1 5.5 1 1 4.8 1 

5 147.0 27.7 23.0 4.6 22.0 4.0 24.0 6.0 17.6 3.5 
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1富加率 生菌数対数

l一対照
2 主前
3一一右前
4 主后
F 古后

20 

10 

生
菌
数
対
数

時。

各分房別の増加曲線

間前
(生晶融)

噌関車

110 

ーし削

第23表 細菌数 lζ 及ぼす加熱の影響

第四図

対 照 500C 750C 850じ

培養時間

(1000) (1000) (1000) (1000) 

O 4.5 1 4.8 1 4.2 1 4.3 1 

3 6.2 1.2 6.4 1.3 27.5 6.5 35.0 8.2 

6 390.0 86.6 456.0 95.2 670.0 159.7 750.0 176.4 

9 1，200.0 266.6 1，100.0 208.3 1，700.0 380.9 1，600.0 353.0 

結果は第23表及び第 12図で，対照は加熱しない生乳

のことである。 750Cではこの抑制力は殆んど消失し， 50

。C処理ーでは影響はなかった。 この場合でも 6時間が抑

制力の限界であった。この点 AUCLAIRは8)Lactenin 1 

は680C20分で9070，Lactenin IIは740Cで20分で 98

%消失すると云い， MORRIR8りは550C1時間半で不活

性化すると報告しているが，本作用は耐熱性は~~いと思

考する。

D. 杭酸化剤添加の影響

本作用が37"Cで約6時間経つと殆んど消失するが，

この作用物質が後述の実験により蛋白体であるならば，

その作用不活性化は先ず蛋白変性を意味すると考えたっ

そして蛋白変性で最も簡単な酸化的変性について追求し

た。けだし，この作用が長期に持続出来るならば応用利

用而に資すること樹めて大きいと考えたからである。

イ.実験方法

酸化還元に関係あると思われるブドー糖，チオ硫酸ソ

ーダ， システィン， アスコルビン酸等を生乳100cc に

20mgの割合で添加し， {也に比較の為蛋自の杭変性剤と

報告のされている O.OlM カプリノレ酸ソーダ72¥0.04 M 
ラウリノレ骸ソーダ'8)を用いた。

口実験結果

結果は第24表の如くであるが，細菌に直接影響がな

く，しかも Staphylococcusaureusの発育抑制に効果が

あがったのはカプリノレ酸ソーダであった。その他は対照

に比べて効果は認められたが，試薬そのものが示す抑制

作用もその中に含まれている。

第 24表各試薬添加の影響(生菌数僧加率)

No.lアスコノレピン酸

4時 5時

対 照 45 f音 110 

脱 脂 乳 7 48 

脱脂乳+アスコノレ 16 25 

アスコルビン酸 27 29 
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No.2チオ硫酸ソーダとプドー糖

4時 5時

対 照 29.4 141 

脱 』旨 手L 19.2 75 

脱脂乳+チオ硫 9.3 76 

チオ硫酸ソーダ 20.0 108 

脱+プ ドー糖 10.8 91 

ブ ド 糖 21.2 173 

No.3システインとカプリノレ酸ソーダ

4時 5時

対 照 17.0 76.0 

脱 H旨 手L 10.0 31.0 

脱脂乳+システイン 0.9 2.3 

システイ ン 3.5 24.0 

脱十カ プ ノレ 1.0 2.5 

カプリ Jレ酸ソーダ 15.0 71.0 

No.4ラウリル酸ソーダ

4時 5時

対 照 7.6 70 

脱 日旨 手L 0.9 12 

脱胸乳十ラウリノレ 1.4 15 

ラウリノレ酸ソーダ 3.1 9 

E. 超遠心分離による細菌発育抑制作用の分割

BERRIDGE聞は本作用をもっ Lactenin1， IIを分離し

たと報告しているが未だ明確ではない。本作用を追究し

分離することは SubclinicalMastitis乳の防止の上から

も，叉衛生面，製造面に極めて有意義と信じ，分離を最

終目的として以下本作用を各段階に分けて追究を行なっ

た。

イ.実験方法

供試乳を直ちに脱脂し之を滅菌したSHARPLES.BoWL

に入れ， 45，000 r.p.m.で10分間回転を行なった。尚こ

の際加湿の影響を防ぐためフレオン冷却を行なった。こ

の沈澱物1grを!)-¥X一菌蒸HTi水で 10倍稀釈した液(A)，遠心

分離と澄液 (B)，(B)を PASTEURchamberland L3で

鴻過した液(c)を作製し，各液を前と同様の方法で細菌

発育抑制作用を調べた。

ロ.実験結果

結果は第25表，及び第 13図の如くである。なお対照

は滅菌脱脂乳のみの場合である。 (A)には Staphylococ.

cus aureusの発育抑制作用はなく， (B)に強く(c)に弱

かった。遊佐136)によれば， 45，000 r.p.m.で脱脂乳中の

窒素の65%位が落ちることから， それは大半カゼイン

と考えられ，従って本作用はカゼイン及びカゼインに強

く結合しているものの中に無いことを示す。本作用物質

が chamberlandL3 五Iter を通過するか~かについて定

説はないが42，55)，本実験結果によれば通過しないものの

中に多いといえよう。

生品世 噌 l別当

第四図超遠心分離分割区分の細菌増加率線

第25表 超遠心分離区分の発育状態

A B C 買す 照

培養時間

(1000) (1000) (1000) (1000) 

。 49 1 115 1 63 1 59 1 

3 305 6.2 187 1.3 162 2.5 185 3.1 

6 6，780 136.8 3，580 30.4 5，310 84.3 5，400 91.5 

9 65，125 1，321.7 36，675 318.9 51，890 871.2 58，830 997.1 
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F. 酸ホエーの細蘭発育抑制作用

日己の実験によりカゼイン部分に本作用がないことが

認められたので， pH 4.6のカゼインを除去した酸ホエー

中に細菌発育抑制が存するか否かを検討した。

イ.実験方法

生脱脂乳に稀塩酸を滴加し， pH 4.6で沈澱したカゼイ

ンを鴻別し，穂波を稀苛性ソーダで pH7.0として前同様

実験を行なった。

ロ.実験結果

実験結果は第26表，及び第 14図の如くである。供試

酸ホエー中に明らかに Staphylococcusaureusの発育に

対する抑制作用が認められる。すなわち， pH 7.0から

pH 4.6の変化にはこの作用が持続されることを示して

いる。

G. 細菌発育抑制作用に与える透析の影響

細繭発育抑制物質は S巴mipermeablemembraneを通

過しないという報告叫')4，56，57)があるが、以後の実験上必

須の実験過程なのでその影響を検討した。

イ.実験方法

透析にはセロファン膜を用いた。供試液は酸ホエーを

第26表職ホエー中の発育状態

時間

ホエ

生菌数 i|増加率
(10ω) I 

6.5 I 

100.0 I 15.3 

ハV
P

D

生菌数 豊川率

40 

m 

。 ーーホ工
一一対照

対 |雪
組 l'拳

第 14図 ホエーの細菌増加曲線

使用した。透析は 150Cで5時間水道流水で透析した場

合と，蒸溜水でどCで 2時間毎;ζ外液を更新しながら 10

時間透析た場合に分けた。

ロ.実験結果

第27，28第表及び第15，16図の如くである。流水で

5~6 時間の透析は発育抑制作用に影響はなかった。しか

し蒸溜水の場合作用が弱まっている。前者の実験で本作

用物質がセロファン膜を通過しないと考えられるので，

後者の場合は塩類の影響のためと考えられる。

(2)要約

1.牛乳には明らかに Staphylococcusaureusに対

する発育抑制作用が存在した。

2. この発育抑制作用は3アCで約6時間持続し，750C 

15分で殆んど消失した。

第 2:l表透析(流水)の影響

t者養
対 日告 ホエ 透析液

時間
(1000) (1000) (1000) 

。 9.5 1 9.5 1 8.5 1 

5 400.0 42.1 185.0 19.5 165.0 19.4 

第28表透析(蒸溜水)の影響

1 
; ;l晴占剖剖誌制叩l訓岬H却日日争制l伊語而而i1l

1ι|J:;i;|1 

。
8.6 4 

生菌数 | 増加率

対
敵

ーホエー

一一一透析清

。時

第15図 流水透析の影響による増加曲線
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対
数

鴎0

生菌数

ー一対照
ホ工

一一脱脂孔
一一透析J直

40 増加率

。時

第 16図蒸潟水透析による増加l曲線

3. 叉この発育抑制作用は45，000r.p.m.超遠心分離

カゼイン液中には殆んどなく PASTEUR chamberland L3 

通過液中には弱かった。

4. この発育抑制作用は 150C5~6 時間の流水による

透析には影響されなかったが， 10時間蒸溜水の透析では

影響があった。

5. 牛乳にシスティン，アスコノレピン酸，チオ硫酸ソ

ーダ，グノレコーズ，及びカプワル酸ソーダ， ラウリノレ酸

ソーダを添加したがこの発育抑制作用の強化に効果が認

められたのはカプリノレ酸ソーダだけであった。

6. この発育抑制作用は pH4.6でカゼインを除去し

たホエー中に持続することができた。

VIII. Subclinical Mastitis乳より分離した
Staphylococcus aureusに対する初乳の

発育抑制作用について

初乳は育児に重要な機能を有するグロプリンを多量に

含んでいるので，この種抑制作用も含有することが想像

される。 AUCLAIR等7)は細菌発育物質を Lactenin1， 

IIと名付け，前者が初乳に多いことを報告している。筆

者は生乳と平行して本作用を初乳について追究した。

(1) 実験の部

A. 初乳の細菌発育抑制作用

先ず初乳中に本作用が在るや否やを追究した。

イ.実験方法

供試乳は北大附属農場ホノレスクイン牛の分娩後 10時

間以内の初乳を用いた。調H蘭発育抑制作用の実験方法は

第7章と全く同じである。

ロ.実験結果

結果は:9'129表及び第17図の立11くである。第73立の実

験と比較して，初j乳には極めて Staphylococcusaureus 

に対する発育批制作用の強いことが分った。

第29表 初乳における Sta.aureusの発育状態

対 日吉 事耳 手L

培養時間
生菌数 I増加l率

。
4 

培養

時間

。
5 

対
置

時間

(1000) 

5.3 

210.0 

対 照

(1000) 

9.5 1 

400.0 42.1 

増加草

1 

39.6 

初

(1000) 

8.5 

55.0 

対
量

'0 

四

惜
宰

(1000) 

3.5 

15.0 

乳

(1000) 

1 9.5 

6.5 180.0 

G開問

第17図初乳における増加1曲線

B. 酒精えよる初乳分割物の細菌発育批制作用

1 

4.6 

手L

1 

18.8 

初手Lホエー中には極めて多数の蛋白が混在しむの，免疫

作用 119ヘ酵素作用97)等重要な生化学的態義をもってい

るo 実験 A において本作用が極めて強いことを知った

ので，本作用物質追究に当然初乳ホエーが対!\~1にならな

ければならないと考え、初乳ホエーを用い，防腐，防変

性に手IJ点のあるエチノレアルコール分割20，刊で本作用を追

究した。

イ.実験方法

初乳を3倍稀釈し， pH 4.6の酸ホエーを作成して搭
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ことが認められ，エチルアルコーノレ処置が本作用分離に

比較的有効であると思考される。

c. Zone.electrophoresisによる分割
15， 20%区分を Zone.electrophoresisで分割を試み

有馬 Subc¥inicalMastitis乳の理化学的性状について

ラ。

40 

た。

別，之に0_3
0

Cでエタノ-)レを 5，10，15，20，25%(V /V) 

の濃度になる様に添加し一夜放置する。沈澱をとり 5時

間流水で透析後 pH7.6， 0.05 M燐酸緩衝液にとかして

1%溶液となし， 法別して後櫨液を前同様の方法で細菌

発育抑制作用を調べた。

ロ.実験結果

実験結果は第30，31表，第 18，19図の如くで，又特

に15，2070区分のみを行なった結果は第 32表，第 20図

の如くである。この結果より 15，2070区分に S臼phylo・

coccus aureusに対する発育抑制作用が強かった。叉本

実験は試料採取後， 直ちにエタノーノレ分割して後3-4

日経過したものを供試したが抑制作用が持続されている

，。

10 初乳酒精分割物の細菌発育抑制作用第 30表

1宮川事

第四国

4~ 

生菌数 (1000) I t普 力日 率

培 養 時 間

。I4 I 5 I 0 I 4 I 5 、， ， 

5 7.4 66 310 1 8.9 41.8 

10 7.3 63 400 1 8.6 54.8 

15 7.3 28 85 1 3.8 11.6 

20 9.9 54 200 1 5.4 Ii 20.2 

25 7.2 64 320 1 8.8 I! 44.4 

対照 6.3 83 370 1 13.1 I! 58.7 
10 

l' 

/照

/ 

//2 
21 //三五一

噌加率

同0

生菌数(酬| 増 力日 率

培 養 時 間

。I3 I 5 I 0 I 3 I 5 、， ， 

対照 7.5 52 340 1 6.9 45.3 

5 7.8 22 200 1 2.8 25.6 

10 7.8 28 250 1 3.5 32.0 

15 7.3 18 158 1 2.4 20.5 

20 7.0 21 80 1 3.0 11.4 

30 7.7 38 280 1 4.9 36.3 

初乳分割の細菌発育抑制作用第 31表

問

率

124.3 

45.6 

23.7 

5 

15，2070区分の細菌発育抑制作用

川
一
養
一

5

第 32表

と?工

酒精濃度

対照

15 

20 
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イ.実験方法

上記区分を各々 5~も燐酸緩衝液にとかし，澱粉カラム

で電気泳動を行なった。すなわち市般澱粉を稀アノレカリ

で24時間洗糠後， 1週間流水で洗機，この一部をとり 37

。Cで乾燥，粉状に砕しこの澱粉50gに試料20ccを

混じ，よく混合させる。つぎに先述の澱粉を前記燐酸緩

衝液で 24時間浸演して泳動用カラムにつめ，その中央

は先の試料混合澱粉を入れる。かくして 20mA，150V， 

24時間， 40Cで電気泳動を行なった。泳動後，澱粉を 1

cm幅に採取し，燐酸緩衝液で抽出，抽出液1ccをFOLIN

試薬で呈色を行なった。 FOLIN呈色方法は第3章実験

D と同様である。

ロ.実験結果

豆色曲線の結果は第21，22図の如くである。図中↑印

は試料挿入カ所を示す。

3個の峯が見られ本法により 15'10区分及び20%区分

の各々を更に分割し得ることが判明した。

D. Zone.electrophoresis分割物の細菌発育抑制作用

実験 Cによって分割し得たので分割物の抽出液につ

いて細菌発育抑制作用を調べた。すなわち各分割液2cc 

を次の各区分別に混合して供試した。区分は第21，22図

に示す如く 15'70分割は A，B，C区に，20'70分割は D，

p 

pH7Bμ~ 014.1 

錨t緩衝清
2uuenA.2Ah 

t 礼三/h iL4/89吋 Y
A B C 

第21図 15'10酒精分割物の Zone-electrophoresis

40 

)0 

。。

70 

80 

90 

/¥ 
pHìBμ~D.l AA 

燐厳経ili謹
20mA.24h 

2y;yiVノ
第22図 20%のZone-electrophoresis

第33表 Zonc electrophoresis による分割

生 菌 数 f曽 1111 

分割区分 培 養 時 閲

。1 3 1 5 1 0 1
2.05 

2.10 

2.20 

D 2.15 
20 
E 3.00 ?も
F 2.40 

dヲ

ヲ日

15 

。時

A' 

)G 

E，Fの各区に分けた、

イ.実験方法

8.3 95.2 1 4.7 

6.2 40.0 1 2.9 

5.0 75.0 1 2.2 

9.2 55.0 1 4.3 

10.1 35.0 1 3.3 

4.5 78.0 1 1.9 

増加率 (I~ 悟) A 

一 ←r 
ノ

!加率 (20%)

率

47.6 

19.0 

34.1 

25.5 

11.6 

32.5 

細菌発育抑制作用の試験方法は前同様である。なお供

試液と滅悶脱脂乳の比を 1: 4とした。

ロ.実験結果

実験結果は第33表，及び第23図の如くである。 15，

20%とも中央の区分すなわち B，Eの部分に細閣発育抑

制作用が強い。然し C，Fの部分は3時間迄はかなり抑

制力を示すが以後急速に消失している。 BとE，CとF

け、電気泳動峰が異るので之等を各々異蛋白とすれば第

33表の如く BとE，CとFの二つの性質の臭った抑制

物質が存在することとなり興味深い。

E. Trypsin消化に与える酒精分割物の影響

初乳中にいわゆる Trypsininhibitor6のが存在すると
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云われるが， J::記各i函精分割物についてこの性状を調べ

細菌発育抑制物質との関連性を追求した。

イ.実験方法

実験 Cの各分割物の 2%放を作り，之をカゼイン淡

(pH 7.4燐酸緩衝液の 2%液)に I対10の割に添加，第

4章実験 Cと同じ方法で Trypsin消化を FOLIN試薬

で検討した。

ロ.実験結果

第24図はカゼイン+試料+Trypsin 

第 25図はカゼイン+試料+Trypsin

試料+Trypsin

カゼイン+試料

の実験をした。尚 (B)は試料を滋解した燐酸緩衝液のみ

を現わす。この実験結果から 15%区分， 20%区分の細

T 
96 

NO.I 

1の II'i 7n 円 )0 40 知
B1式l~ 抽出"山口

アルJ-)，升割書度

第24図 酒精分割物の Trypsinに与える影響

20 

ヲ01 Mイン+li¥判+TI'YPsln 

40 

，0 

。。

70 試料+TVYPsln 

80 

90 カゼイン+試料

LL1汗 7?ナず
第25図分割物と Trypsin消化

「自発育抑制作用と Trypsininhibitorの間に関係がない

ことが認めらオetcこ。

F， Rennet clottingに与える酒精分割物の影響

liu消中に Rennetclotting抑制作用町田，126)が存在す

ると云われるが，がj乳には当然移行されることも考えら

れるので， ffij記の沈澱物の作用との関連性の有無を追究

した。

イ.実験方法

各酒精分割物の 1%溶液を次の如く添加した。生乳 10

cc十試料1cc+Rennet液 1cc凝固試験は第4章実験 B

と同じである。

ロ.実験結果

結果は第26図の如くである。 この結果より酒精分割

物が Rennetclottingに影響するとは思われない。従つ

秒

阻

NO.2 

)0 

NoJ 

BI1(~~)同 -10 15 20 2， 一一--，)0 )) JO 4， 

第26図酒精分割物の Rennetclotting 

IC与える影響

て酒精分割物の細菌発育抑制作用と Rennetclotting抑

制作用とは無関係であると思考する。

(2) 要約

1. 初宇しにはに Staphylococcusaureus対する発育

抑制作用が強かった。

2. 初乳ホエーより，エタノーノレで発育抑制物質を分

割することが可能で， Zone.electrophoresisにより 2種

の細菌発育抑制作用区分に分け得られた。

3. この発育抑制作用と Trypsininhibitor及び Ren-

net clotting inhibitorとは関係は殆んと、無かった。

IX. StaphylococcuS aureusに対する

Subclinical Mastitis乳(Staphylococcus

型を除く)の発育抑制作用について

Staphylococcus aureusに対して生乳及び初乳に発育

抑制作用が存在することを認めたがSubclinicalMastitis 
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手しについて本作用を調べることはその性状を夫!日上にも

叉発育抑制作用物質の追究の上にも有志義と考え，本実 | 生菌散

験を企図した。

(1)実験方法

Streptococcus型，及びMicrococcus型の Subclinical

Mastitis乳を選出し，第7，8章と同様の方法で Staphy.

lococcus aureusに対する発育矧j制作用を調べた。

(2) 実験結果

結果は第34表及び第35表，第27，28図の如くで，試

料中に検出された起炎菌種は第36表の通りである。

いずれも健康牛の生乳に比較して， Staphylococcus 

aureusに対する発育抑制作用は弱かった。 HIRSCH的は

健康牛と乳房炎牛の乳汁中にけ、 Lacteninに差がないと

報告しているが，何故本実験の場合発育抑制作用が弱か

第 34表 SubcllinicalMastitis乳の Staphylo.

coccus aureusに対する発育抑制作用
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第36表試料の蔚種

No. 蘭 種

Micrococcus 

2 Micrococcus 

3 Corynebacterium 

4 Streptococcus 

5 Micrococcus 

6 Strepto.+恥1icro

ったかについては更に深い研究に期待したい。

(3) 要約

L Subclinical Mastitis乳 (Staphylococcusの検出

された乳を除く)は健康牛乳より Staphylococcusaureus 

に対する発育抑制作用は弱かった。

健
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Resume 

Physu・o.ChclllicalStudiω on Subcli・nicalMasti・tis

Milk 

The physico.chemical studies conducted on sub. 

clinical mastitis miJk from various angJes have obtained 

the following品ndings:

l. As for milk compositions， there was a marked 

difference between subcJinicaJ mastitis miJk and normaJ 

one in the amount of chJorine， Jactose， soJubJe nitro. 

gens and electric conductivity. Generally， mastitis 
miJk affected by StreptocOCC1JS司typeorganism sshowed 

a great fluctuation in the Jeucocyte count. 

2. At a peniciJJin shot external symptoms showed 

an improvement， but the restoration to normaJcy of 

the miJk compositions was slow. 

3. Soluble nitrogens， increased with the worsening 

of the disease. Soluble nitrogen contained nitrogen 

of decomposed casein by inflammation causing germs， 

besides nitrogens of whey proteins and other nitro・

gens. 

4. Studies on the activities of catalase， phosphatase， 

protease， rennin， to which importance is attached in 

the use of milk enzymes， made it known that the 

catalase activity incrases in parallel to the condition 

of the disease. It follows， therefore， that milk with a 
brisk cataJase activity may be suspected as sllbclir】ical

mastitis milk. The phosphatase and protease activities， 

too， were brisker than those of normal milk. 1n a 

renet clotting test a distinct difference was discernible 

between mastitis milk of a serious case and normal 

milk， but no such difference was observable in mastitis 

milk of a sJight case. 

5. Clinical mastitis milk of a serious case showed 

a positive reaction to an alcohol test， but Sllbclinical 
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rnastitis rnilk showed for the rnost part a negative 8. A test proved that colostrurn has stronger 

reaction.gernicidal  action than fresh rnilk. When colostrurn 

6. 1n a test to see whether there is any connection whey was fractionated by ethanol， precipitates of 15 

between rnilk cornpositions and urine cornpositions % and 20% concentrates had this action. By further 

in subclinical rnastitis rnilk， a norrnal (healthy) cow fractionating these fractions by rneans of zone.elec. 

was cornpared with an ill one pertaining to the urine trophoresis with starch， two patterns with di妊erent

cornpositions， but no distinct connection was perceived characters were obtained. 1n these two patterns tryp. 

between the urine cornpositions and the rnilk cornpo- sin inhibitor and rennet clotting inhibitor were not 

sitions. seen. 

7. A study on the gerrnicidal action of rnilk against 9. Subclinical rnastitis rnilk frorn which no staphylo. 

staphylococcus aureus isolated frorn subc¥inical rnastitis type organisrns were detected， was weaker than fresh 

rnilk showed that fresh milk had this action definitely. rnilk and colostrum in the gerrnicidal action. 

The action was maintained in skim rnilk， HCl whey It is considered that the above studies are significant 

and supernatant ultracentrifugally separated at 45，000 as basic research and helpful in the use of milk and 
r.p.m. The action was active for 7 hours at 37'C， dairy products and also in the五eldsof sanitation and 
but was almost inactivated by heating at 75'C for 15 inspection. 

minutes. This action was hardly affected by dialysis 

with city.water but was a妊ectedby dialysis with distilled 

water. Of the various chernicals added to fresh n1Ilk 

in order to rnaintain this action as long as possible， 

sodiurn.caprylate gave the best result. 
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